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家畜診療日誌  

              真庭家畜診療所蒜山支所 総括審査主幹 杉山 定

ＮＯＳＡＩ岡山には携帯型超音波画像診断装

置７台（トリンガー製 6台、本田電子株式会社製

1 台）が診療所に整備されています。当蒜山支所

にもトリンガー製が昨年 6月から導入されました。 

従来の直腸検査との大きな違いは超音波画像

としてモニターに映し出し卵巣および子宮の大

きさ、貯留物、胎子を画像として確認できるとこ

ろにあります。 

 一般に直腸検査による黄体の識別正確度は

80％程度といわれます。言い換えれば、20％は誤

診あるいは診断がグレーゾーンとなりその結果

的確な治療ができないのではないでしょうか。 

① 早期妊娠診断。 

直腸検査による妊娠鑑定は授精後 35 日～40 日

の胎膜触知によって行うのが通常ですがエコー

を用いることによって授精後 25 日で羊膜と胚を

確認することで可能となります。    

胚が生きているかどうか、また子宮の膨満して

いる理由が妊娠ではなく粘液（貯留物）の場合も

あり、直腸検査では不可能な部分も画像として捉

えて早期不妊娠診断をおこなうことができます。

この情報により適切な処置を行なうことができ

空胎日数は短縮できます。   

画像診断に関する研究では妊娠 26 日～68 日間

におこる胚死滅は 12.8％であり、その 53％は胎

膜や胎子の残骸、液体貯留があると言われていま

す。獣医師や畜主の方なら幾度となく経験してい

る「妊娠鑑定はしてもらったが分娩予定日が近い

のに乳房が張らない。」これが、直腸検査の欠点

ではないでしょうか。 

②胎齢の推定が可能。 

胎齢が 40 日までならば頭から臀端の長さによ

り胎齢の推定が可能「胎子の長さ（ｍｍ）＋18＝

胎齢」、もう一つは「60:60」の式があり胎子の長

さが 60ｍｍならば胎齢 60 日となります。一般農

家では種付け月日の確認、自然交配の飼養形態で

は乾乳予定日、分娩予定日の推定ができ分娩時の

事故、周産期疾病の予防対策になります。 

③双子鑑定が可能。 

双胎の情報は母牛の分娩管理をおこなう上で大切

なことではないでしょうか。双胎の可能性があれば

乾乳期管理時において10日前後早く分娩を迎えると

して乾乳後期の飼料給与を早めるなど、分娩時の観

察、管理をおこなうことで死廃事故予防ができるで

しょう。 

④雌雄判別が可能。 

雌雄判別の情報は、その畜主の方の立場によって

考え方の相違はあると思いますが、自家育成農家に

とって年間育成牛確保という意味において必要な情

報と考えます。たとえば年間目標雌頭数が確認でき

れば他の飼養牛にはＦ1、ＥＴといった方法により経

済効果を高めることも可能となります。 

⑤卵巣疾患、子宮疾患の診断が可能。 

超音波の性質によって卵胞は黒色、黄体は灰白色

に映ります、この性質から排卵後の黄体は灰白色に

映り黄体が充実するにつれて血流量が増加し黒色化

します、そして次回発情に向けて黄体の血流量が低

下し灰白色として映ります。また同時に、卵胞の数

や主席卵胞の大きさから性周期のどのステージの卵

巣か予測することができますが、確定診断はやはり

ホルモン（Ｐ値）測定をしなければいけないと考え

ます。 

子宮内容物の診断は、正常な粘液は黒色に映り、

子宮蓄膿症などのように膿様物が混入していれば白

色に映ります。 

超音波画像診断装置の利点は以上のようなことが

挙げられます。 

高泌乳牛は分娩後の卵巣、子宮の機能回復が遅延

していると言われています。画像診断のレベルを上

げ技術の習得することによって、フレッシュ（分娩

後 30日～40日）における子宮、卵巣の動きを的確に

診断し異常牛の早期摘発に努め、空胎日数を短縮さ

せ、農家収益に貢献できればと考えます。 


